
3 尿素葉面散布による「にっこり」の水浸状果肉障害抑制技術

本県オリジナル品種「にっこり」において、満開後120日頃（8月上旬）から尿素500倍
液の葉面散布を開始し、樹体の窒素栄養を維持することで、枝葉が過剰に伸長すること
なく水浸状果肉障害の発生を抑制でき、果実の肥大促進も期待できます。

【研究内容・成果】

・本障害の主要因は果実の「過熟」であり、
収穫時期が遅いほど重症果率が増加するこ
とを明らかにしました。

・尿素葉面散布により、水浸状果肉障害が抑
制されました。満開後120日から尿素500倍
液を散布した区では重症果率が抑えられ、
果重が約70g増加（大玉化）しました。

【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

（担当室・連絡先）
農業総合研究センター 果樹研究室・028-665-7143

・「にっこり」では、近年の温暖化に
より水浸状果肉障害が増加しています。

・本障害は高温・乾燥に加え、果実生育
後半の窒素低下に伴う過熟が関与する
と考えられています。

・満開後120日頃（8月上旬）から尿素500
倍液を10日間隔で収穫前まで葉面散布
します（計7回程度）。

・障害多発園地や樹勢低下園地で効果が
高く、適期収穫と併用すれば、品質維
持・大玉化と障害軽減が期待できます。

研究課題名：葉面散布による「にっこり」の水浸状果肉障害抑制技術

「にっこり」の水浸状障害
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